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第１章 序論 ･･････････････････････････････････････････････････････ 4




第３章 簡易分析法の開発 ･･････････････････････････････････････････ 30
１．総アルカロイド ････････････････････････････････････････････ 30
２．アコニチン系アルカロイド ･･････････････････････････････････ 40
















































































































， ． ， ，でなく 収穫物に対し修治と呼ばれる加工が行われ場合がある 例えばニンジン ジオウ
カンキョウなどでは蒸すものがあり，カンゾウでは炙る，トリカブトでは湿熱処理により
毒性を減じる加工が行われ，これらについても研究が行われている．また，均一な種苗の
生産のため，組織培養を用いた増殖(Duら 1986，Fujiokaら 1986，金子ら 1986，Nand・

























本に自生する主なものとしてエゾトリカブト（ F.Schmidt subsp.A. sachalinense
(Nakai) Kadota ，オクトリカブト（ Thunb. ex Murray subsp.yezoense A. japonicum）














（ ） ， ．が発生する 子根 のでこれを収穫し 同時に翌年の母根として栽植することで行われる
栽培地では母根に子根が付いた状態で収穫した後，母根から子根を外し仕分け，生薬原料
用の子根については，水洗，乾燥までを行い製薬メーカーへ出荷している．
































































， ， ， ， ， ， ， ，採取子根数は地点名の記号で Ａ 23 Ｂ 5 Ｃ 11 Ｄ 8 Ｅ 10 Ｆ 6 Ｇ 23
Ｈ 74，Ｉ 47，Ｊ 60，Ｋ 13，Ｌ 43，Ｍ 31，Ｎ 42，Ｏ 24，Ｐ 12，Ｑ 18，















株式会社薬用植物育種研究所 1992)．試料約 ｇを精密に計り，エーテル と ％0.5 90ml 10
4ml 16 ( No.2)アンモニア水 を加え 軽く撹拌した後 時間放置した これをろ紙 東洋ろ紙， ， ．
でろ過後，ろ過液を減圧乾固し，これに アセトニトリルを加えよく溶かし，このう5ml
ちの を総アルカロイド用，1 を 用試料とした．総アルカロイドの測定は試料4ml ml HPLC
に蒸留水を加え Ｎの塩酸で滴定した． によるアコニチン系アルカロイドの測定0.01 HPLC
は島津 シリーズ型を使用した．カラムオーブンはガスクロ工業製．カラムはノバLC-6A
パック φ × ．移動相はりん酸緩衝液を ， とし，こC18 5 mm 10cm (NH ) HPO 0.05M PH3.54 2 4
， ．れとアセトニトリル テトラヒドロフランを ： ： の割合で混合したものを使用した86 15 6
















































Ⅲｊ ○ ○ ○
Ⅲａ ○ ○ ○
Ⅲｈ ○ ○ ○
Ⅲｍ ○ ○ ○









































採取子根数は表3の記号で，Ａ 9，Ｂ 5，Ｃ 5，Ｄ 5，Ｅ 5，Ｆ 5，Ｇ 5，Ｈ
， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ，6 Ｉ 6 Ｊ 5 Ｋ 5 Ｌ 5 Ｍ 6 Ｎ 5 Ｏ 5 Ｐ 5 Ｑ 5 Ｒ 5 Ｓ 6
Ｔ 5，Ｕ 6，Ｖ 5，Ｗ 5，Ｘ 5，Ｙ 5，Ｚ 5，あ 5，い 5，う 5，え 5，お
， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ，5 か 5 き 5 く 5 け 6 こ 5 さ 3 し 5 す 4 せ 5 そ 5 た 6





























， ， ， ，有望なものとして 総アルカロイドでは平均値で2.5%程度のグループであるＸ Ｙ Ｚ




































































































地点 No. 地点 No. 地点 No.
A 1 あ 25 a 44
B 2 い 26 b 45
C 3 う 27 c 46
D 4 え 28 d 47
E 5 お 29 e 48
F 6 か 30 f 49
G 7 き 31 g 50
H 8 く 32 h 51
I 9 け 33 i 52
J 10 こ 34 j 53
K 11 さ 35 k 54
L 12 し 36 f 55
M 13 す 37 l 56
N 14 せ 38 m 57
O 15 そ 39 n 58
P 16 た 40 o 59
R 17 ち 41 p 60
S 18 つ 42 q 61
U 19 て 43 r 62
V 20 s 63
W 21 t 64
X 22 u 65
Y 23 v 66





















































































































































































放置抽出 1時間 1 0.87 放置抽出 1時間 1 0.51
2 0.88 2 0.60
3 0.82 3 0.66
平均 0.86 平均 0.59
標準偏差 0.03 標準偏差 0.08
   現行法に対する割合(%) 91    現行法に対する割合(%) 63
 2時間 1 0.95  2時間 1 0.74
2 0.91 2 0.71
3 0.93 3 0.73
平均 0.93 平均 0.73
標準偏差 0.02 標準偏差 0.02
   現行法に対する割合(%) 99    現行法に対する割合(%) 78
 4時間 1 0.98  4時間 1 0.67
2 0.95 2 0.67
3 1.05 3 0.66
平均 0.99 平均 0.67
標準偏差 0.05 標準偏差 0.01






Ａ 1 1.16 0.90 0.98
2 1.00 0.93 1.03
3 1.01 0.92 1.06
4 1.09 0.88 1.01
5 1.03 0.90 1.08
6 1.08 0.98 1.08
7 1.03 0.96 1.03
8 1.04 0.86 1.01
9 1.06 1.02 1.05
10 1.00 0.88 1.00
平均 1.05 0.92 1.03
標準偏差 0.05 0.05 0.03
現行法に対する割合(%) 88 98
Ｂ 1 0.75 0.83 0.99
2 0.73 0.84 0.95
3 0.82 0.81 0.97
4 0.86 0.83 0.98
5 0.81 0.78 0.97
6 0.86 0.78 0.95
7 0.82 0.80 1.01
8 0.95 0.78 0.97
9 0.83 0.79 1.00
10 0.80 0.79 0.98
平均 0.82 0.80 0.98
標準偏差 0.06 0.02 0.02
現行法に対する割合(%) 98 120
Ｃ 1 0.91 0.89 0.99
2 0.67 0.81 0.93
3 0.88 0.85 0.95
4 0.74 0.86 0.98
5 0.69 0.83 0.95
6 0.70 0.85 0.99
7 0.73 0.88 0.96
8 0.75 0.81 0.93
9 0.78 0.83 0.95
10 0.72 0.83 1.01
平均 0.76 0.84 0.96



























































































(μg/g) ﾒｻｺﾆﾁﾝ ﾋﾊﾟｺﾆﾁﾝ ｱｺﾆﾁﾝ ｼﾞｪｻｺﾆﾁﾝ
現行法 1 3753 24 2 26 49
2 4458 24 2 26 48
3 3861 25 2 26 48
平均 4024 24 2 26 48
標準偏差 380
抽出時間30分 1 2868 24 2 26 49
2 3890 24 2 26 48
3 3415 24 2 26 49
平均 3391 24 2 26 49
標準偏差 511
抽出時間40分 1 3202 24 2 26 49
2 3742 23 2 26 49
3 4865 23 2 26 49






(μg/g) ﾒｻｺﾆﾁﾝ ﾋﾊﾟｺﾆﾁﾝ ｱｺﾆﾁﾝ ｼﾞｪｻｺﾆﾁﾝ
現行法 2588 27 2 20 51
放置抽出 6時間 3204 25 2 21 52
16時間 3088 24 2 21 53
20時間 3070 24 2 21 53






(μg/g) ﾒｻｺﾆﾁﾝ ﾋﾊﾟｺﾆﾁﾝ ｱｺﾆﾁﾝ ｼﾞｪｻｺﾆﾁﾝ
現行法 1 3753 24 2 26 49
2 4458 24 2 26 48
3 3861 25 2 26 48
平均 4024 24 2 26 48
標準偏差 380
放置抽出 30分 1 2380 23 2 26 49
2 2997 23 2 26 49
3 2898 23 2 26 49
平均 2758 23 2 26 49
標準偏差 331
 1時間 1 2466 22 2 26 50
2 2628 24 2 26 48
3 2867 24 2 26 48
平均 2654 23 2 26 49
標準偏差 202
 2時間 1 2857 24 2 26 48
2 2854 24 2 26 48
3 3084 24 2 26 49
平均 2932 24 2 26 48
標準偏差 132
 4時間 1 2565 25 2 25 48
2 2575 26 2 25 47
3 3013 26 2 26 47
平均 2718 26 2 25 47
標準偏差 256
16時間 1 3393 26 2 25 47
2 3604 25 2 25 47
3 3208 25 2 26 47
平均 3402 25 2 25 47
標準偏差 198
20時間 1 3074 24 2 26 48
2 4213 24 2 26 48
3 3713 24 2 26 48





























(μg/g) ﾒｻｺﾆﾁﾝ ﾋﾊﾟｺﾆﾁﾝ ｱｺﾆﾁﾝ ｼﾞｪｻｺﾆﾁﾝ
現行法 1 3753 24 2 26 49
(参考) 2 4458 24 2 26 48
3 3861 25 2 26 48
平均 4024 24 2 26 48
標準偏差 380
放置抽出 1時間 1 3720 26 2 25 47
2 3862 26 2 26 47
3 3571 26 2 26 47
平均 3718 26 2 26 47
標準偏差 146
   現行法に対する割合(%) 92
 2時間 1 4450 24 2 26 48
2 3973 26 2 26 47
3 3827 26 2 26 47
平均 4083 25 2 26 47
標準偏差 326
   現行法に対する割合(%) 101
 4時間 1 4457 25 2 26 47
2 3896 26 2 26 47
3 4068 26 2 26 47
平均 4140 26 2 26 47
標準偏差 287






Ａ 1 850 684 679
2 722 681 664
3 702 701 792
4 737 607 769
5 727 618 805
6 782 711 788
7 701 669 694
8 742 570 748
9 746 751 772
10 715 581 663
平均 742 657 737
標準偏差 45 60 56
現行法に対する割合(%) 89 99
Ｂ 1 2113 2436 3302
2 2191 2121 3093
3 2546 2313 3087
4 2289 2383 3144
5 2305 2133 3121
6 2523 2178 3161
7 2557 2310 3168
8 2731 2271 3048
9 2513 2204 3231
10 2378 2173 3074
平均 2415 2252 3143
標準偏差 191 107 77
現行法に対する割合(%) 93 130
Ｃ 1 4512 3703 4173
2 3348 3647 4288
3 3909 3761 4280
4 4247 3808 4289
5 3486 3825 4216
6 3528 3789 4686
7 3875 3961 4539
8 4196 3452 4422
9 4370 3904 4346
10 3918 3553 4793
平均 3939 3740 4403





に対し 16時間放置抽出では865 また標準偏差は順に29 122で現行法に対する割合は108， ， ，
%であった．材料Ｅでは定量値が1621，1620，標準偏差は71，91，割合は100%，材料Ｆで
， ， ， ， ， ， ，は定量値が2222 2206 標準偏差は123 153 割合は99% 材料Ｇでは定量値が2622 2464






















材料 反復 総量 相対値(%) 総量 相対値(%)
(μg/g) ﾒｻｺﾆﾁﾝ ﾋﾊﾟｺﾆﾁﾝ ｱｺﾆﾁﾝ ｼﾞｪｻｺﾆﾁﾝ(μg/g) ﾒｻｺﾆﾁﾝ ﾋﾊﾟｺﾆﾁﾝ ｱｺﾆﾁﾝ ｼﾞｪｻｺﾆﾁﾝ
Ｄ 1 796 35 5 30 30 1008 32 5 31 32
2 760 36 4 29 30 981 33 4 31 31
3 818 35 5 30 30 821 36 4 30 30
4 839 36 5 30 30 745 38 4 29 29
5 804 36 5 29 30 771 37 4 29 30
平均 803 36 5 30 30 865 35 4 30 30
標準偏差 29 122
現行法に対する割合(%) 108
Ｅ 1 1573 34 2 35 30 1752 36 2 34 29
2 1607 34 2 35 30 1678 35 2 34 29
3 1537 34 2 34 30 1573 35 2 34 29
4 1700 34 2 35 30 1560 35 2 34 29
5 1689 34 2 35 30 1539 36 2 34 29
平均 1621 34 2 35 30 1620 35 2 34 29
標準偏差 71 91
現行法に対する割合(%) 100
Ｆ 1 2167 27 2 28 43 2440 28 1 28 43
2 2223 27 1 28 44 2214 29 1 28 42
3 2262 27 2 28 44 2155 30 1 27 42
4 2395 27 2 28 43 2203 29 1 27 42
5 2062 27 2 28 44 2017 29 1 27 42
平均 2222 27 2 28 44 2206 29 1 27 42
標準偏差 123 153
現行法に対する割合(%) 99
Ｇ 1 2555 24 1 21 54 2632 25 1 21 53
2 2467 24 1 21 55 2351 26 1 20 53
3 2630 24 1 21 55 2497 25 1 21 54
4 2816 24 1 21 54 2409 26 1 21 53
5 2642 23 1 21 55 2430 26 1 20 53
平均 2622 24 1 21 55 2464 26 1 21 53
標準偏差 129 108
現行法に対する割合(%) 94
Ｈ 1 3189 20 0 40 39 3573 29 0 36 35
2 3347 26 0 37 36 3721 28 0 36 35
3 3311 27 0 36 36 3290 30 0 35 35
4 3162 27 0 37 36 3616 29 1 35 35
5 3489 27 0 36 37 3426 30 0 35 35





















































































































， ， ， ， ， ， ，程度 葉質 葉の光沢 葉の切れ込みの程度 葉の裂片の数 葉の裂片の形 花序の種類
花序の数，花数，萼片の形，萼片の高さ①と②，萼片の幅①と②，萼片の色，花色（カラ
ーセレクタによる）花柄の長さ，花柄の毛の有無，花柄の毛の状態，雄ずいの毛，袋果の




























1 ※2 3 4 5 ※6 7 8 9 10 11 ※12
品種名 区 草 草丈 茎の ｱﾝﾄｼｱﾝの 茎太さ 分枝の有無多少 節の数 節間長 茎の 葉数 葉形  葉長(cm)
姿 (cm) 色 有無程度 (mm) ① ② b分枝数 （節） (mm) 強さ (枚) ① ②
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ晩生 1 3 3 3 3 3 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ早生 1 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 3 2 3 2 2
2 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 3 2 3 2 2
ﾔﾏﾄﾘｶﾌﾞﾄ 1 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2
2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
13 14 15 16 17 ※18 ※19 20 21 22 ※23 24 ※25
品種名 区 葉幅 葉柄長 葉の緑色 葉質 葉の 切込み 裂片 裂片 花序の 花序 花数 萼片 萼片高(cm)
 (cm)  (cm) の程度 光沢 の程度 の数 の形 種類 の数(個) (個) の形 ① ②
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ晩生 1 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 2 2
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ早生 1 2 2 3 3 3 3 3 3 3 2 2 3 2 2
2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 2 2 3 2 2
ﾔﾏﾄﾘｶﾌﾞﾄ 1 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2
2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
26 27 27b 28 29 30 31 ※32 33 34 35
品種名 区 萼片幅(cm) 萼片 花色 花柄の 花柄の 花柄の 雄ずい 袋果の長(mm) 袋果の幅(mm)  種子の 種子の幅
① ② の色 長さ(cm)毛の有無毛の状態 の毛 ① ② ① ② 長さ(mm) (mm)
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ晩生 1 2 2 2 1 2 3 3 2 2 2 1 2 1 1
2 2 2 2 1 2 2 2 2 0 0 0 0 0 0
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ早生 1 2 2 3 1 2 3 3 3 2 2 1 2 2 2
2 2 2 3 1 2 3 3 3 0 0 0 0 0 0
ﾔﾏﾄﾘｶﾌﾞﾄ 1 2 2 2 0 2 2 2 2 1 1 0 1 1 1
2 1 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0
※36 ※37 ※38 39
品種名 区 子根 子根 子根の 子根数（個）
の形 の色 太さ(mm) a大 b中 c小 d整品 e種品 f屑物 t合計
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ晩生 1 3 3 3 2 2 2 2 3 3 2
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ早生 1 3 3 2 2 2 2 3 3 3 3
2 3 3 2 2 2 2 3 3 3 3
ﾔﾏﾄﾘｶﾌﾞﾄ 1 2 2 2 1 1 1 2 1 2 2
2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
48 ※40 41 43 44 45
品種名 区 子根重(g) 開花 耐暑 耐 病害 虫害
a大 b中 c小 d整品 e種品 f屑物 t合計 期 性 倒伏性 抵抗性 抵抗性
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ晩生 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 2
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2
ﾊﾅ早生 1 2 2 2 3 3 3 3 3 2 3 3 2
2 2 2 2 3 3 3 3 3 2 3 3 2
ﾔﾏﾄﾘｶﾌﾞﾄ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1
2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
※46      ｱｺﾆﾁﾝ系ｱﾙｶﾛｲﾄﾞ 47 49 50
品種名 区 成分含  ４成分含量(μg/g) 乾物 土離れ 子根外し
有率(%) M H A J 総量 率(%) の難易 の難易
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ晩生 1 3 3 3 3 3 3 1 1 1
2 2 2 2 2 2 2 0 0 0
ﾊﾅ早生 1 3 3 3 3 3 3 1 2 2
2 3 3 3 3 3 3 0 2 2
ﾔﾏﾄﾘｶﾌﾞﾄ 1 2 2 2 2 2 2 1 1 1






品種名 草 草丈 茎の ｱﾝﾄｼｱﾝの 茎太さ 分枝の有無多少 節の数 節間長 茎の 葉数 葉形
姿 (cm) 色 有無程度 (mm) ① ② 分枝数 （節） (mm) 強さ (枚)
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ晩生 直立型 54 ﾔﾔ濃緑 無－微 13 少 有 14 27 21 中 22 切脚
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ早生 直立型 97 中 無－微 18 少 有 12 41 24 中 29 心脚
ﾔﾏﾄﾘｶﾌﾞﾄ 開出型 128 極淡緑 濃 8 中 有 12 23 55 ﾔﾔ易 17 心脚
※ ※ ※ ※
品種名  葉長(cm) 葉幅 葉柄長 葉の緑色 葉質 葉の 切込み 裂片 裂片 花序の 花序 花数 萼片
① ②  (cm)  (cm) の程度 光沢 の程度 の数 の形 種類 の数(個) (個) の形
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ晩生 16.7 16.7 19.9 5.1 濃緑 剛 強 深裂 3裂 鈍形 有限 16 10 中
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ早生 12.7 13.5 17.2 4.4 濃緑 剛 ﾔﾔ強 深裂 3裂 鈍形 有限 23 7 中
ﾔﾏﾄﾘｶﾌﾞﾄ 12.1 13.4 16.2 3.9 緑 中 中 深裂 3裂 鈍形 有限 19 5 ﾔﾔ鋭
※ ※
品種名 萼片高(cm) 萼片幅(cm) 萼片 花色 花柄の 花柄の 花柄の 雄ずい 袋果の長さ(mm) 袋果の幅(mm)
① ② ① ② の色 長さ(cm)毛の有無毛の状態 の毛 ① ② ① ② 
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ晩生 5 3 2 1.4 紫 2312 3.3 有 屈曲 無 22 18 14 6
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ早生 4.6 2.9 1.8 1.2 紫 2308 3.9 有 屈曲 有 26 22 16 6
ﾔﾏﾄﾘｶﾌﾞﾄ 4.7 3 2.2 1 紫 2305 3.5 有 屈曲 有 24 20 - 6
※ ※ ※
品種名  種子の 種子の幅 子根 子根 子根の 子根数（個）
長さ(mm) (mm) の形 の色 太さ(mm) 製品大 製品中 製品小 整品計 種品 屑物 合計
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ晩生 5.1 3.6 ﾔﾔ長紡錘形 中 30 0 2 3 5 4 1 7
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ早生 5.3 3.6 中紡錘形 中 35 1 2 2 3 2 3 7
ﾔﾏﾄﾘｶﾌﾞﾄ 4.8 3.4 ﾔﾔ長紡錘形 中 25 0 2 2 4 3 6 11
※
品種名 子根重(g) 開花 耐暑 耐 病害 虫害
製品大 製品中 製品小 整品計 種品 屑物 合計 期 性 倒伏性 抵抗性 抵抗性
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ晩生 4 58 46 107 22 2 130 9/19 中 ﾔﾔ大 ﾔﾔ強 中
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ早生 24 62 26 125 16 12 153 8/27 中 ﾔﾔ大 ﾔﾔ弱 中
ﾔﾏﾄﾘｶﾌﾞﾄ 1 32 31 63 20 17 99 8/23 中 小 中 中
※ ｱｺﾆﾁﾝ系ｱﾙｶﾛｲﾄﾞ含量
品種名 成分含  ４成分含量 (μg/g) 乾物 土離れ 子根外し
有率(%) M H A J 総量 率(%) の難易 の難易
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ晩生 0.68 1267 480 438 0 2185 30 易 易
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ早生 0.81 1130 143 566 941 2780 28 易 易




















































1 ※2 3 4 5 ※6 7 8 9 10 11 ※12
区 草 草丈 茎の ｱﾝﾄｼｱﾝの 茎太さ 分枝の有無多少 節の数 節間長 茎の 葉数 葉形  葉長(cm)
姿 (cm) 色 有無程度 (mm) ① ② b分枝数 （節） (mm) 強さ (枚) ① ②
1 3 3 3 3 3 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3
2 3 3 3 3 3 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3
13 14 15 16 17 ※18 ※19 20 21 22 ※23 24 ※25
区 葉幅 葉柄長 葉の緑色 葉質 葉の 切込み 裂片 裂片 花序の 花序 花数 萼片 萼片高(cm)
 (cm)  (cm) の程度 光沢 の程度 の数 の形 種類 の数(個) (個) の形 ① ②
1 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
26 27 27b 28 29 30 31 ※32 33 34 35
区 萼片幅(cm) 萼片 花色 花柄の 花柄の 花柄の 雄ずい 袋果の長(mm) 袋果の幅(mm)  種子の 種子の幅
① ② の色 長さ(cm)毛の有無毛の状態 の毛 ① ② ① ② 長さ(mm) (mm)
1 3 3 3 1 3 3 3 3 2 2 1 2 2 2
2 3 3 3 1 3 3 3 3 1 1 0 1 1 1
※36 ※37 ※38 39
区 子根 子根 子根の 子根数（個）
の形 の色 太さ(mm) a大 b中 c小 d整品 e種品 f屑物 t合計
1 3 3 3 2 2 2 3 3 3 3
2 3 3 3 2 2 2 3 3 3 3
48 ※40 41 43 44 45
区 子根重(g) 開花 耐暑 耐 病害 虫害
a大 b中 c小 d整品 e種品 f屑物 t合計 期 性 倒伏性 抵抗性 抵抗性
1 2 2 2 3 3 3 3 3 2 3 3 3
2 2 2 2 3 3 3 3 3 2 3 3 3
※46      ｱｺﾆﾁﾝ系ｱﾙｶﾛｲﾄﾞ 47 49 50
区 成分含  ４成分含量(μg/g) 乾物 土離れ 子根外し
有率(%) M H A J 総量 率(%) の難易 の難易
1 3 3 3 3 3 3 1 2 2






品種名 草 草丈 茎の ｱﾝﾄｼｱﾝの 茎太さ 分枝の有無多少 節の数 節間長 茎の 葉数 葉形
姿 (cm) 色 有無程度 (mm) ① ② 分枝数 （節） (mm) 強さ (枚)
ｻﾝﾜ1号 直立型 188 極淡緑 濃 17 無 有 13 48 40 ﾔﾔ強 28 心脚
（調査数1区） 3 3 3 3 3 2 3 3 3 3 3 3 3
（　〃　2区） 3 3 3 3 3 2 3 3 3 3 3 3 3
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ晩生 直立型 54 ﾔﾔ濃緑 無－微 13 少 有 14 27 21 中 22 切脚
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ早生 直立型 97 中 無－微 18 少 有 12 41 24 中 29 心脚
ﾔﾏﾄﾘｶﾌﾞﾄ 開出型 128 極淡緑 濃 8 中 有 12 23 55 ﾔﾔ易 17 心脚
※ ※ ※ ※
品種名  葉長(cm) 葉幅 葉柄長 葉の緑色 葉質 葉の 切込み 裂片 裂片 花序の 花序 花数 萼片
① ②  (cm)  (cm) の程度 光沢 の程度 の数 の形 種類 の数(個) (個) の形
ｻﾝﾜ1号 15.0 16.4 19.8 6.2 緑 中 中 中裂 5裂 鈍形 有限 37 11 中
（調査数1区） 3.0 3.0 3.0 3.0 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
（　〃　2区） 3.0 3.0 3.0 3.0 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ晩生 16.7 16.7 19.9 5.1 濃緑 剛 強 深裂 3裂 鈍形 有限 16 10 中
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ早生 12.7 13.5 17.2 4.4 濃緑 剛 ﾔﾔ強 深裂 3裂 鈍形 有限 23 7 中
ﾔﾏﾄﾘｶﾌﾞﾄ 12.1 13.4 16.2 3.9 緑 中 中 深裂 3裂 鈍形 有限 19 5 ﾔﾔ鋭
※ ※
品種名 萼片高(cm) 萼片幅(cm) 萼片 花色 花柄の 花柄の 花柄の 雄ずい 袋果の長さ(mm) 袋果の幅(mm)
① ② ① ② の色 長さ(cm)毛の有無毛の状態 の毛 ① ② ① ② 
ｻﾝﾜ1号 4.2 2.6 1.4 1.1 紫 2307 2.7 有 屈曲 有 25 21 13 6.0
（調査数1区） 3.0 3.0 3.0 3.0 3 1 3.0 3 3 3 2 2 1 2.0
（　〃　2区） 3.0 3.0 3.0 3.0 3 1 3.0 3 3 3 1 1 0 1.0
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ晩生 5 3 2 1.4 紫 2312 3.3 有 屈曲 無 22 18 14 6
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ早生 4.6 2.9 1.8 1.2 紫 2308 3.9 有 屈曲 有 26 22 16 6
ﾔﾏﾄﾘｶﾌﾞﾄ 4.7 3 2.2 1 紫 2305 3.5 有 屈曲 有 24 20 - 6
※ ※ ※
品種名  種子の 種子の幅 子根 子根 子根の 子根数（個）
長さ(mm) (mm) の形 の色 太さ(mm) 製品大 製品中 製品小 整品計 種品 屑物 合計
ｻﾝﾜ号 4.6 3.5 中紡錘形 中 45 2 2 2 6 2 3 11
（調査数1区） 2.0 2.0 3 3 3 2 2 2 3 3 3 3
（　〃　2区） 1.0 1.0 3 3 3 2 2 2 3 3 3 3
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ晩生 5.1 3.6 ﾔﾔ長紡錘形 中 30 0 2 3 5 4 1 7
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ早生 5.3 3.6 中紡錘形 中 35 1 2 2 3 2 3 7
ﾔﾏﾄﾘｶﾌﾞﾄ 4.8 3.4 ﾔﾔ長紡錘形 中 25 0 2 2 4 3 6 11
※
品種名 子根重(g) 開花 耐暑 耐 病害 虫害
製品大 製品中 製品小 整品計 種品 屑物 合計 期 性 倒伏性 抵抗性 抵抗性
ｻﾝﾜ1号 206 48 51 305 24 20 349 8/21 中 中 中 中
（調査数1区） 2 2 2 3 3 3 3 1/3 2 3 3 3
（　〃　2区） 2 2 2 3 3 3 3 1/3 2 3 3 3
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ晩生 4 58 46 107 22 2 130 9/19 中 ﾔﾔ大 ﾔﾔ強 中
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ早生 24 62 26 125 16 12 153 8/27 中 ﾔﾔ大 ﾔﾔ弱 中
ﾔﾏﾄﾘｶﾌﾞﾄ 1 32 31 63 20 17 99 8/23 中 小 中 中
※ ｱｺﾆﾁﾝ系ｱﾙｶﾛｲﾄﾞ含量
品種名 成分含  ４成分含量 (μg/g) 乾物 土離れ 子根外し
有率(%) M H A J 総量 率(%) の難易 の難易
ｻﾝﾜ1号 1.05 1071 116 1167 1759 4113 30 易 易
（調査数1区） 3.00 3 3 3 3 3 2.7 0 0
（　〃　2区） 3.00 3 3 3 3 3 3 3 3
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ晩生 0.68 1267 480 438 0 2185 30 易 易
ﾊﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ早生 0.81 1130 143 566 941 2780 28 易 易






















































選抜 栽植年 栽植 選抜数 系統 反復
年次 系統数 当たり 地上部 成分 特性確認 特性調査
個体数 特性 含量
選抜 1年目 1987 892 809 1 1 ○
2 1988 809 94 2 1 ○
3 1989 94 80 4 1 ○
4 1990 80 31 5 1 ○ ○
5 1991 31 3 10 1 ○ ○
6 1992 3 1 20 2 ○ ○
7 1993 1 1 20 2 ○
8 1994 1 1 20 2 ○
9 1995 1 1 20 2 ○





























































































































































系統名 成分型 育種目標 導入元
三和3号 Ⅳ ｻﾝﾜ1号 エゾトリカブト自然交雑種子
 〃 4号 Ⅳ Ⅲh型代替 北海道にて採取
 〃 5号 Ⅳ ⅠJ型代替 秋田県上中里にて採取
 〃 6号 Ⅲj ⅡMA型代替 新潟県佐渡にて採取
 〃 7号 Ⅲj ⅡAJ型代替 北海道胆振支庁にて採取














































































トリカブトと繁殖方法の似ているジャガイモ(池田・佐藤 1976 Porterら 1999 Gilles， ，















追肥として硫安 窒素21% 50kg/10a ダブリン特17号 りん酸35% 40kg/10a及び硝安 窒（ ） ， （ ） （
素34.4%）20kg/10aを5月上旬に施肥した．
収穫した子根を観察により大きさ別に大子根，中子根及び小子根の3つの群に分け栽植














































品種 因子 自由度 総量 M H A J
サンワ 子根の大きさ 2 ns ns ns * ns
1号 年次 1 ns ns ** ns ns
子根の大きさ×年次 2 ns ns ns ns ns
三和2号 子根の大きさ 2 * * ns * ‐
年次 1 ns ns ** ns ‐
子根の大きさ×年次 2 ns ns ns ns ‐
















































































整品 栽植 商品 整品 栽植 商品
品種 子根の 子根重 子根重 子根重 子根重 子根重 子根重
大きさ A(g) B(g) A-B(g) A(g) B(g) A-B(g)
サンワ 大 405 111 294 214 103 111
1号 中 321 52 269 181 58 123
小 227 22 205 152 20 132
三和2号 大 348 96 252 261 144 117
中 316 47 269 240 72 168


































































子根数及び子根重について サンワ1号では子根数が無肥料区から順に5.5個 9.9個 11.2， ， ，








































































施肥量 子根の 草丈 茎太さ 節数 開花期
大きさ (cm) (mm) (節)
無肥料 中 147 16 41 8/23
大 173 23 49 8/22
標準 中 159 17 43 8/22
小 147 12 35 8/22
大 177 23 50 8/21
倍量 中 159 17 41 8/22











であった 標準区と倍量区を栽植子根の大きさで見てみると 栽植子根大では標準区が2779． ，




















追肥として硫安 窒素21% 50kg/10a ダブリン特17号 りん酸35% 40kg/10a及び硝安 窒（ ） ， （ ） （
素34.4%）20kg/10aを5月上旬に施肥した．
1996年産の三和2号の栽植子根を大きさ別に3つの群に分け，それぞれ栽植子根大，栽植


















大きさ 広 中 狭
栽植子根大 30 20 10
　〃　　中 30 20 10




























2472μg/gで 栽植子根中と小と比較して高い傾向であった 栽植子根中は1369～1893μg/g， ．
で全体として低い傾向であり 栽植子根小は広が2582μg/g 中が1652μg/g 小が1957μg/g， ， ，




























， ， ，ロイドに着目し また収穫時期の目安を地上部から判断するために 収穫時期別の子根重
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　表48　栽植密度の違い別の増加子根重
子根の 栽植 １株当たり 整品 栽植 増加 ㎡当たり
大きさ 密度 面積 子根重 子根重 子根重 増加子根重
(㎡) (g) (g) (g) (g)
広 0.216 267 120 147 681
栽植子根大 中 0.144 233 120 113 785
狭 0.072 175 120 55 764
広 0.216 162 46 116 537
栽植子根中 中 0.144 154 46 108 750
狭 0.072 128 46 82 1139
広 0.144 84 16 84 583
栽植子根小 中 0.072 70 16 70 972
狭 0.036 75 16 75 2083
- 120 -
　表49　栽植密度の違いによる増加成分重
子根の 栽植 ㎡当たり アコニチン系 ㎡当たり
大きさ 密度 増加子根重 アルカロイド 成分
(g) 総量（μg/g） 総量（mg）
広 681 2395 1630
栽植子根大 中 785 2718 2133
狭 764 2472 1888
広 537 1869 1004
栽植子根中 中 750 1893 1420
狭 1139 1369 1559
広 583 2582 1506
栽植子根小 中 972 1652 1606

































































試験年 月 母根重 子根数 最大 試験年 月 母根重 子根数 最大
/ 子根重 / 子根重
日 (g) (g) 日 (g) (g)
1996  9/ 1 - - - 1997  9/25 - - -
1998  5/ 7 62 1.4 2
1997  5/12 46 1.3        /15 56 2.0 3
      6/ 6 54 2.2 31       6/ 1 71 6.1 18
       /14 67 7.5 37
  /28 58 4.2 35        /29 81 9.1 68
      7/14 69 7.8 59       7/15 63 8.5 75
       /30 67 7.8 73       8/ 1 63 9.3 82
      8/14 53 7.4 80        /15 80 11.5 96
      9/ 6 65 8.3 83       9/ 1 78 10.8 98
       /24 69 8.5 91
     10/13 62 8.5 95      10/14 91 12.1 110
     11/16 64 9.8 112      11/14 79 12.3 114
1999  4/18 - 10.1 97
1998  5/ 7 - 8.5 136       5/ 8 - 11.1 99
- 125 -
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， （ ）．月中旬まで5000 g/g以下となり その後急激に増加して10000 g/g以上になった 表 51μ μ
2年目には5月上旬には8500 g/gのものが5月中旬には7300 g/gに減少し，6月から増え始μ μ
め11月末には14100 g/gになった．萌芽して間もない頃の一時期に総アルカロイドが減少μ






には4737 g/gになった（表 51 ．2年目は総アルカロイドと同じような経時変化の傾向でμ ）
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年次 (A) 総量(B) 4成分相対値(%) B/A
(μg/g) (μg/g) M H A J (%)
1994 13100 4411 25 4 29 42 34
1995 9600 3757 24 3 30 43 39
1996 9600 3978 30 2 26 42 41
1997 11500 2013 18 3 19 60 18
10000 3357 24 3 30 42 34
1998 10400 4051 25 2 25 49 39
12800 2202 21 2 19 58 17
1999 9700 3534 20 4 26 49 36
2000 10500 2991 26 2 25 47 28
2001 10200 4468 27 1 31 40 44
2002 14250 3962 30 2 30 38 28
平均 11000 3686 26 2 27 45 34
ｃｖ 15 21 30 47 30 14 -
最大値 (a) 14250 4468 30 4 31 60 44
最小値 (b) 9600 2013 18 1 19 38 18
67 45 61 32 32 27 -
1994 8800 2712 54 28 19 - 31
1995 6000 2070 62 18 20 - 35
1996 5500 1771 61 18 22 - 32
1997 7300 1724 54 20 25 - 24
1998 6400 1707 53 21 26 - 27
1999 8000 2358 64 17 19 - 29
2000 8400 1544 60 13 28 - 18
2001 6000 1217 60 15 24 - 20
2002 9000 1272 66 11 23 - 14
平均 7300 1819 59 19 22 - 25
ｃｖ 18 27 36 52 18 - -
最大値 (a) 9000 2712 66 28 28 - 35
最小値 (b) 5500 1217 53 11 19 - 14
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The Studies on Breeding and Cultivation of Aconite
Koumei Okada
Summary
In order to secure the stable supply of aconite, which is one of the very important
raw materials for Chinese medicine, the breeding of new aconite cultivars and the
cultivation method for high and stable yield were studied.
First of all, in order to use for the breeding materials, genetic resources were
collected in the Tohoku and Hokkaido district. Many valuable materials were
collected.
To analyze the chemical compositions of many breeding materials, the rapid
methods for measuring total alkaloid and aconitine alkaloids content were developed.
It became possible to analyze much more materials than using the conventional
methods.
The standard method of describing the characteristics of aconite was established.
Applying the new standard method, the characteristics of native and new cultivars
were described.
As an old cultivar of aconite, 'Hanatorikabutobansei' was cultivated, but the
amount of growth was small and the yield was low. Also the roots were easy to be
separated from plants, resulting in more time and work for the harvesting. A new
cultivar was developed from a population in Sado by clonalAconitum subcuneatum
selection. The breeding objective was good agronomic characters with a high yield as
- 147 -
and the component character as . TheAconitum subcuneatum Aconitum carmichaeli
original population consisted of 892 clones. After seven years of rigorous selection, a
promising line could be selected and was named 'Sanwa 2'. The new cultivar had good
agronomic characteristic as 'Sanwa okukabuto 1' and had no jesaconitine.
It was considered that various effects could be obtained by using materials having
different main ingredients of aconite. New cultivars, 'Sanwa 3- 8', which had different
rates of four ingredients of masaconitine , hypaconitine, aconitine and jesaconitine,
were developed.
The effects of tuberous root size for seed on tuberous root growth and alkaloid
content of aconite were studied. New cultivars, 'Sanwa-okukabuto 1' and 'Sanwa 2'
were used for this study. Planting smaller seed-tuberous roots resulted in lower plant
and tuberous root growth with larger variation among hills. The total alkaloid content
was the lowest when small seed-tuberous roots were planted. Each alkaloid's content
was also affected by the size of the seed-tuberous roots planted. It can be said that a
larger seed-tuberous root is desirable for high tuberous root growth and high alkaloid
content. But the net tuberous root yield ('tuberous roots harvested' -'seed tuberous
roots') might decline when a very large seed-tuberous root is used.
Yield increased by applying the compost and the chemical nitrogen fertilizer. The
double amount of chemical fertilizer had no effect on yield increase. The difference of
planting density had affected the yield of chemical component and was the highest
when tuberous roots were large and the interval between planting tuberous roots was
narrow.
The increase rate of mother tuberous root weight of aconite did not changed from
year to year. The total alkaloid and aconitine alkaloid contents increased from
planting to spring of the next year and decreased toward autumn. The number of
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child roots increased rapidly from June-July and reached the peak in the middle of
August. The total weight of child roots increased all through the growing period. It
seemed that the total alkaloid and aconitine alkaloid contents did not steadily
increase but rather fluctuated. No significant differences were observed for chemical
components among the years studied. The optimum time for harvesting was the
autumn of the 2nd year, when the total alkaloid content of mother roots decreased.
It is believed that the breeding of new cultivars and the establishment of the
cultivation method for high yield obtained by this research must contribute to the
stable production of aconite greatly.
